
第３章 三角関数 ２・三角関数の加法定理

１０ ２ ２倍角・半角の公式（その５）

（１／４）■ 三角関数の最大・最小① ■

２倍角の公式の利用

◇《三角関数の最大・最小①》 学力化 · ／ ，

★解法の技術★

０≦θ＜２π のとき，関数 ｙ＝２cos２θ＋４cosθ＋１ の最大値と最小値を求め

なさい。また，そのときのθの値も求めなさい。

【考え方】＊角の大きさがそろっていないときは，２倍角の公式を使って，角の大きさを

そろえます。

＊三角関数の２次式はｔに置きかえて，ｔの２次関数で考える。三角関数を置き

かえた場合，必ず範囲を確認すること！

［考える手順］ ［答 案］

１ 角の大きさをそろえる cos２θ＝２cos２θ－１だから，

ｙ＝２cos２θ＋４cosθ＋１

ｙ＝２(２cos２θ－１)＋４cosθ＋１ Ï２倍角の公式の利用

ｙ＝４cos２θ＋４cosθ－１

２ cosθ＝ｔとおく cosθ＝ｔ …①とおく。 Ï 置きかえたら，範囲を確認

３ ｔの範囲を求める ０≦θ＜２πの範囲でｔのとりうる値を求めると，

－１≦cosθ≦１であるから，

－１≦ｔ≦１

４ ｔの関数で表す 与えられた関数をｔで表すと，

ｙ＝４ｔ２＋４ｔ－１

＝４(ｔ＋ )２－２

このグラフは右のようになる。

５ ｙの最大値，最小値 グラフより，

を求める ｔ＝１のとき，最大値７

ｔ＝－ のとき，最小値－２

をとる。

（次のページへつづく）Æ
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□□【三角関数の加法定理 №１０（１／４）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

６ θの値を求める ｙが最大値，最小値をとるときのθの値を求めると，

(ⅰ)ｔ＝１のとき，①より，

cosθ＝１であるから，

θ＝０

(ⅱ)ｔ＝－ のとき，①より，

cosθ＝－ であるから，

θ＝ π， π

７ 答えを書く よって，

θ＝０のとき，最大値７，θ＝ π， πのとき，最小値－２
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第３章 三角関数 ２・三角関数の加法定理

１０ ２ ２倍角・半角の公式（その５）

（２／４）■ 三角関数の最大・最小① ■

◇《三角関数の最大・最小①》 学力化 · ／ ，

★理解のチェック★

０≦θ＜２π のとき，関数ｙ＝cos２θ－２cosθの最大値と最小値を求めなさい。

また，そのときのθの値も求めなさい。

［答 案］
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第３章 三角関数 ２・三角関数の加法定理

１０ ２ ２倍角・半角の公式（その５）

（３／４）■ 三角関数の最大・最小① ■

◇《三角関数の最大・最小①》 学力化 · ／ ，

★演習★【１】

０≦θ＜２π のとき，関数ｙ＝２sinθ－cos２θの最大値と最小値を求めなさい。

また，そのときのθの値も求めなさい。

［答 案］
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第３章 三角関数 ２・三角関数の加法定理

１０ ２ ２倍角・半角の公式（その５）

（４／４）■ 三角関数の最大・最小① ■

◇《三角関数の最大・最小①》 学力化 · ／ ，

★演習★【２】

０≦θ＜２π のとき，関数ｙ＝cos２θ＋２ cosθの最大値と最小値を求めなさい。

また，そのときのθの値も求めなさい。

［答 案］

３
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